
自 由 討 論

触金のあと．川口巷三郎先生の同筆によつて、約 2 時間ほわたつて自由綿 が行なわれ た。

はじめlこ、 無機系 および有蔑系 の士事故良剤 メー 中一 1 0 社か ら製 品甲喝介 をレていただい た。

っづいて大学、革試の幽係着か ら発雷 をたまわつ た軌 そ の概要はっ ぎゐ とお りで し年。 なお、鞋

は、 速 記 を と らな かつ た た め、 要 点 阜思 われ る ところを義理 弟集 した もの です。 ま た本 文 中 の土 ♯ 改長

潮とは合成高分子系 改長剤 を意味す るむもの と判断 いたしi した。（文責 青 田大王）

川 口（京大農 学齢 ：改長剤 使用の鮭漁駄 ’‾改良軌・、の希望な どに由す る初発言 をお願 いします．

まず園芸作物 咋対す る和経験 をお持 ちの中 原先 取 こお願い します。

中 原 （千葉大園芸学部） ；果樹園土 ♯の侵 食防止 に借越化学のソイ テツケせ使用 して良好な籍果を

得ています。未 日の綿 会 で各種 の改良剤が細水されま したか ら．今後 これ ら帝展 軌 こついて も実験 し

たい と考 えて い ます 。

川 占 ：合成高 分子系改良剤が土集散生掛 ことつ て分解 され るか否かは改長 剤使 用上重要な間琴の†

つです○従丸 合 成高分子 を分解す・る教生物は一、ない とい われ てき草したが、 最近京大化学研 究所 の山

太教授 は合成高分子 を食 う微生物が存在す 尋叫 、う◆興味 ある研究を報告 されて います？ しか し私は帯卦

子を食 うとい う間窟 は美原の土♯中心はそ う一パ巳した開音 ではない と患 います丸 山大先生化却寄島を

お顔 い します。

山 本 （京大化研） ：土♯ を含 まない実地 に よっ て、水溶畦 P 〉V A （ポ ，ビニル アルコール） を唯

一切 炭 棄源 とす一る教 生物 の い る こ とを知 り干した。 土事 由 に改良 剤 としてP V A を入 れ た場合 旺 も、

P V A は微 生物 に よつて分解 され るのではないか と推 察され まナ。 しかし 声さ・は ど川口先生が和指摘 さ

れたよ うに、現 実中土さ 中心は徴生掛 こごる高分子の分熟 まさして心配す る必琴は ない と考 えます。

川 口 ：土♯改長剤 につ いて早 く－か ら胡肝究 され でい る東 久保先生 化和意見 をお願 い し辛す 、。
■「

東久保 （京大教蕃 斡 ：土 ♯改良剤¢使馴 こ．あたつて、根太釣佗重要な問琴 は、．改良執 事よつてただ

ちに増収 す声と考 えてはな らない とい J．＿ことです。 いいか えれ吼 改革期吃 ヰ声土書力物理性 改長時す

べて のは じ ま りで あ り、 この改良 された立＊ Iこ適応 した栽培 技 術が 乾 びつ け られ な けれ ばな らな い と息

います 。た とえば． 改良 剤による土締 水力の増大 も畑地榔 と直結 して＝ まじめてそや効果 を大いに■■・

発拝す るこ とがで さ声わけですこ．か p る鬼地か ら今後の額発 を望 む次第です，

川 口 ：触 の豊かな青木先生d 舟意見をお願い、レます。 ‘

書 木 暗 部工挽大鵬 学斡 ・今後 日本農如 こ率いて士♯改良剤が どれだけ広びるれ 享た現在†ま

高価 こつくが技術的 lこどの程度までJ ヌーすダ ウンで きるか．関係者 か ら槻 明 をお厚い します。

川 口 ：この場 で具体 的 な悦郎 まむづ か レーい と患 います 。 ただ、 で き るか ど うかとい うこ とで な ，くし

て、 これ は是 非 と もや らな けれ 梢 ちな い課 常 だ と思 し十ます こ

つ ぎlこ三重大 学 の位 田先生ほ’・許無音 をお願 い′■♭ます。

位 甲（三重大学東学細 ：阜棄義培由立境か ち卑坤 乳一生♯通年牲の必要度は件物甲種痕および垂

育の時期 など iこよつて建つていまナ，、し転がラも 東泉勧め便頼 もこ如 ■ぅlな作物 の栄華生理面 か らも・

ノ検討 され な けれ ば な ちな い と患い 音す○

川 臼 ：そ由飽和意見はご如 、紬 んれ ・未熟 こ執からこの対象金納 腑き・サ ギい左北大の市境先

－ る ム ー



生の御感憩 をお願 い■します○

石 塀 拙 大農学 齢 さきほ ど、東久保 声んが おつ しやつ た ように、土♯改長剤 は土暮 の条件 をか’え

る．ものでわ て、増 収 とは男憫 酢 ・あると思 います 0 多 くの人は S O i l c o n d i t i o n e r と増収 と

を一次菌数的 旺籍びつけてお られ るようですが・ これ では改良剤の発展 は望めない と患い ます。 また夢

ヽ
くの人 々か ら S O i l c o n d i t i o n e r は のび 声で しよ うか と問 われ ますが・ そ の答 ほ とま ど う次 発 で

す。 ただ、私 は今後 の日東鼻糞 は改良剤を使用す る方向 lこ発展 してい くと患 います。・

／現 在の琴丘剤は高価 であ 中一 あたか もディオールの 確 のよ うな もので・ 「 般農家の 棚 さん lこは貰

ぇません メー カ十 ●こ葉菜 したい点 です吼 販売 の申 を急 ぐこ とな く、農家 の娘 さんが着 られ るデザ イ

ンの もの亨で きるだ け安 く作っていただ さたい と思 し丁ます・ 一方・ 日相 葉 の技術 もこれ ら改良剤 を使

いこなせ る よ うに進 歩 させ な ければ な らな い と患 い 草す。

川 口 ：な お い ろい ろ和 意見 もあ ろ うか と患 い ますが、 ▼この 串 た りで 地 金 を終 ちせ てい ただ きますタ

討 論 一会 後 妃 √
l

昭和 5 7 年 ＝ 月 1 4 日（心 緒天あたたかい。会場（京都大学楽友金船群堂）には午前 8 時半頓

に第 1 番の参加者が あらわれ ．午前 1 0 時 の開会時 には酵豊中椅子 1 5 ロは ふさがつて しまつ て、

ぁゎてて椅子 を追加す る といつ た次那 あ り、食掛 郎帝貞でした。そ して参 加者名簿か 岬 給金参

加者 2 0 0 会名 とい う、 まつた く予患外 の盛会 でありました・ 先着会 月 1 2 0 名 に進呈す るた明

恵 して お いた土 ♯ 改良剤 の・カ タツアグ集 は ま た た く間 ●こな くな 中一 約半 数 の参 加 者 ヘ カタ ログ 集 を進

呈す るこ とが でき坑 世老役一同深 くゃ わび申 しあげ草す。●

首土岡義一先生の朝会の辞旺はじまつて・ 措先生の抑 が行なわれ 自由討論 にはいりれ た。

討論時間がす′く疎 くて残 念で レたが、川・口琴三郎会長 か ら閉会の辞 をたまわ り・ 午後 4 時 5 ロ食 感

況の うちlこ綿 会 蛸 rい左しれ 卑○このあと・ 午後 5時から紅葉 たけなわの朗 天龍専が 花

の蒙 ”で称 親会 が もたれ ま した。

終 りに有意義 な棚 溌 をお引 き受け下 さいました措先 生方、 な らびに太討論会 Iこあれ これ御援助

をいただ 畠ました メー カー各位 ●こ厚 くお礼 を申しあげ ると共 lこ・ 討論会 lこ卸参加 して下 さつ 鳩 氏

色 々と準乱 世話 をして下さつ た各位托謝意 を表 します。（事者局）
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